
第
三

章
　
明
治
期
の

社
会
と
文
化

第
一

節
　
交
通
通
信
網
の

拡
充

一

　
幹
線
鉄
道
の

開
通

横

浜

か

ら

国
府
津
ま
で

東
海
道
を
走
る

鉄
道
の

路
線
は
、

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
に

新
橋
―
横
浜
（
桜
木
町

）、
一

八
七
七
（
明
治
十

）
年
に

京
都
―
大

阪
―
神
戸
の

間
が
開
業
さ
れ
た
。

し
か
し
、

そ
の

後
は
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
七
月
十
五
日
に

京
都
―
大
津
の

間
が
開
業
さ
れ

た
の

み
で
、

横
浜
か
ら
大
津
に
至
る
間
の

鉄
道
は
、

久
し
く
着
工

に

も
至

ら
な
か

っ

た
。

と

い

う
の

も
、

東
京
と
京
都
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道
は
、

中
山
道
を
通
す
こ

と
に
、

政
府
の

方
針
が
決
定
し
た
た
め
で

あ
る
。

こ

う
し
た
方
針
に
し

た
が
っ

て
、

一

八
八
七
（
明
治
二
十

）
年
四
月
二
十
五
日

に

は
長
浜
―
米
原
―
大
垣
―
岐
阜
―
名
古
屋
の

路
線
が
開
通
し
た
。

こ

の

路
線
は
中
山
道
を
経
由
す
る
も
の

で

あ
る
。

と
こ

ろ
が
一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
七
月
に
至
り
、

中
山
道
経
由
の

路
線
は
、

工
事
が
す
こ

ぶ
る
困
難
で

あ
り
、

建
設
費
も
増
大
す
る
と
こ

ろ
か

ら
、

幹
線
鉄
道
は
東
海
道
を
通
す
こ

と
に

変
更
さ
れ
た
。

こ

れ
よ
り
、

に

わ
か
に

東
海
道
筋
の

鉄
道
建
設
が
進
め
ら
れ
る
。

ま
ず
横
浜
―
国
府
津
の

間
（
四
十
九
・

八

㌖
）
が
、

一

八
八
七
（
明
治
二
十

）
年
七
月
十
一

日
に

開
通
し
た
。

馬
車
で

結
ん
で
い

た
区
間
に
、

よ
う

や
く
汽
車
が
走
る
に

至
っ

た
の

で

あ
る
。

新
し
く
開
設
さ
れ
た
停
車
場
は
保
土
ヶ

谷
・

戸
塚
・

藤
沢
・

平
塚
・

大
磯
お
よ
び
国
府
津
で

あ
っ

た
。
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た
だ
し
神
奈
川
―
保
土
ヶ

谷
の

間
は
、

横
浜
駅
（
現
在

桜
木
町
駅

）が
東
南
に

偏
し
て
い

る
た
め
、

列
車
は
変
わ
っ

た
運
行
を
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

下
り
列
車
に
つ

い

て

み
れ
ば
、

神
奈
川
駅
か
ら
横
浜
駅
に

着
く
と
、

機
関
車
が
後
尾
に

付
け
替
え
ら
れ
、

そ
れ
ま
で

最
後
尾
で

あ
っ

た
車
両
が
先
頭

に

な
っ

て
、

同
じ
線
路
を
も
ど
る
。

そ
し
て

高
島
町
の

付
近
で

線
路
は
西
方
に

ま
が
り
、

保
土
ヶ

谷
駅
に

向
か
う
わ
け
で

あ
る
。

上
り
列
車
も
同
様

に
、

保
土
ヶ

谷
―
横
浜
―
神
奈
川
の

間
を
運
行
し
た
。

急
勾
配
の

線
路
を
上
下

す
る
と
き
に

用
い

る
ス

イ
ッ

チ
バ

ッ

ク
の

方
法
を
、

こ

こ

で

試
み
た
の

で

あ
っ

た
。

保
土
ヶ

谷
か
ら
戸
塚
に
至
る
間
で

は
、

い

ま
の

区
境
に

横
た
わ
る
品
濃
坂
を

く
ぐ
る
た
め
、

延
長
二

百
十
三
㍍
の

清
水
谷
戸
ト
ン

ネ
ル

が
掘
削
さ
れ
た
。

関

東
地
方
と
し
て

は
初
め
て

掘
削
さ
れ
た
鉄
道
ト
ン

ネ
ル

で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

横
浜
―
国
府
津
が
開
通
し
、

七
月
十
一

日
か
ら
新
橋
―
国
府
津
の

間
に
、

一

日
三
往
復
の

列
車
が
運
行
さ
れ
る
。

所
要
時
間
は
列
車
に

よ
っ

て

ま

ち
ま
ち
で

あ
っ

た
が
、

二
時
間
五
十
分
か
ら
三
時
間
十
分
の

間
で

あ
っ

た
。

開
通
後
ま
も
な
く
、

国
府
津
駅
で

は
握
り
飯
を
売
り
出
し
た
と
い

う
。

す
で

に

最
初
の

駅
弁
は
、

日
本
鉄
道
（
私
営
）
の

小
山
駅
や
宇
都
宮
駅
で

売
り
出
さ

れ
て
い

た
が
、

こ

こ

に

国
府
津
駅
で

も
官
営
鉄
道
と
し
て

は
最
初
の

駅
弁
を
発

売
し
た
の
で

あ
っ

た
。

取
り
扱
っ

た
業
者
は
、

い

ま
で

も
国
府
津
駅
構
内
に

本

店
を
設
け
て
い

る
東
華
軒
で

あ
っ

た
。

横浜付近線路図　 『日本国有鉄道百年史』3から
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東
海
道
線
の
全
通

国
府
津
か
ら
西
に

向
か
っ

て

静
岡
に

達
す
る

路
線
は
、

箱
根
山
を
越
え
ね
ば

な
ら
ぬ
た

め
、

き
わ
め
て

難
工
事
で

あ
っ

た
。

は
じ
め
三
島
付
近
の

地
元
民
か

ら
、

箱
根
山
か
ら
三
島
に

抜
け
る
路
線
の

建
設
を
強
く
要
望
さ
れ
、

調
査
に

当
た
っ

た
が
、

こ

の

路
線
は
工
事
が
い

っ

そ
う
困
難
で

あ
る

こ

と
が
予
測
さ
れ
た
の

で
、

山
北
か
ら
御
殿
場
へ

と
迂
回
す
る
路
線

に

決
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
国
府
津
か

ら
西
北
に

向
か
っ

て

山
北
に

達
し
、

そ
れ
よ
り
酒
匂
川
の

上
流
に

沿
っ

て

急
坂
を
上
る
。

箱
根
山

系
を
突
破
し
つ

つ
、

静
岡
県
に

入
り
、

小
山
を
へ

て

最
高
所
の

御

殿
場
（
四
百
四
十
七
・

四
㍍

）
に
至
っ

て
、

路
線
は
南
に

向
か
い
、

沼

津
に

達
す
る
。

山
北
と
御
殿
場
の

間
の

約
八

㌖
の

区
間
に

は
、

ト
ン

ネ
ル

を
七
か

所
、

延
長
二
・

一

㌖
に

わ
た
っ

て

掘
削
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

ま

た
酒
匂
川
を
越
え
る
た
め
に
、

二
十
か

所
に

橋
梁
を
架
設
し
た
。

し

か
も
地
形
の

関
係
か
ら
、

橋
台
や
橋
梁
を
高
く
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ

う
し
て

箱
根
を
越
え
る
山
北
―
沼
津
の

路
線
（
四
十
三
・

五

㌖
）

は
、

曲
折
し
迂
回
し
、

つ

と
め
て

勾
配
を
ゆ
る
や
か

に

し

た

も
の

第10表　横浜・国府津間運賃（明治20年7月11日から施行）

明治20年7月9日の『官報』から作成
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の
、

な
お
四
十
分
の
一

（
千
分
の

二

十
五

）
の

勾
配
区
間
が
延
長
十
六

㌖
余
に

及
ん
だ
。

し
た
が
っ

て

列
車
の

運
行
に

当
た
っ

て

は
、

牽

引
す
る
機
関
車
に

特
別
の

配
慮
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

第11表　新橋・横浜間運賃（明治20年7月1日改正）

明治20年6月30日の『官報』から作成

国府津・静岡間線路図　 『神奈川県地図』から作成
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二

年
五
か
月
に

及
ぶ
難
工
事
が
竣
工
し
て
、

国
府
津
―
静
岡
の

間
は
、

一

八

八
九（
明
治
二
十
二

）
年
二

月
一

日
に

開
通
し
た
。

こ

の

日
か
ら
新
橋
―
静
岡
の

間
に
一

日
二
往
復
の

列
車
が
運
転
さ

れ
た
。

あ
ら
た
に

開
設
さ
れ
た
停
車
場

は
、

松
田
と
山
北
の

両
駅
で

あ
り
、

静
岡
県
に
入
っ

て

小
山
と
御
殿
場
の

両
駅

と
な
る
。

下
り
は
国
府
津
駅
で
、

上
り
は
沼
津
駅
で
、

強
力
な
機
関
車
に

付
け

替
え
る
。

さ
ら
に

列
車
の

後
部
に

も
、

補
助
機
関
車
を
付
け
て
、

急
勾
配
に

備

え
た
の
で

あ
っ

た
。

開
通
初
日
の

模
様
を
、

当
時
の

新
聞
報
道
に
よ
っ

て
、

う

か
が
っ

て

み
よ
う
。

山
北
よ
り
す
る
も
沼
津
よ
り
す
る
も
御
殿
場
へ

は
平
均
四
十
分
の
一

の

登

り
に
て

普
通
は
廿
度
位
熱
す
れ
ば
足
れ
り
と
雖

此
間
の

往
復
に

は
百
六

十
度
以
上
を
要
す
る
よ
り
従
て

汽
罐
の

熱
す
る
こ

と

甚
し
く

山
北
を
発

し
た
る
汽
車
が
小
山
に
て

水
を
取
り
御
殿
場
に
至
る
迄
に
は
汽
罐
の

水
も

尽
き

煙
筒
は
真
赤
に

熱
す
る
程
な
り
と
云
ふ

墜
道
は
山
北
の

方
よ
り
順
を
追
ひ

最
も
長
き
は
二
号
の

墜
道
に
し
て

三
百
六
十
間
以
上

半
円

形
を
為
せ
り

短
き
は
六
号
に

し
て

六
十
六
間
な
り

所
ろ
に
よ
り
列
車
の

前
頭
は

既
に

前
な
る
洞
口
に

達
す
る
も
後
車
は
未
だ
後
な
る
洞
口

を
出
で

ざ
る
べ

し

と
思
ふ

も
の

あ
り

此
の

山
道
に

用
ふ
る
汽
罐
車
は

通
常
の

も
の

に
て

間
に

合
は
ざ
る
よ
り

殊
に
英
国
に

注
文
し
て

取
寄

せ
た
る
十
輪
車
の

汽
罐
な
り
と
云
ふ

此
の

十
輪
車
な
れ
ば

平
地
に
て

は
八
十
列
車
を
牽
き
四
十
分
の
一

の

登
り
に
て

も
四
十
車
位
を
牽
き
得

る
も
の

な
り
と

此
二
輪
の

十
輪
車
は

百
二
号
と
百
四
号
に
て

百
二

号
は
御
殿
場

沼
津
間

百
四
号
は
山
北

御
殿
場
間
に

使
用
す
る
よ
し
に
て

第12表　国府津・静岡間運賃（明治22年2月1日から施行）

明治22年1月25日の『官報』から作成
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第13表　新橋・長浜間運賃（明治22年4月16日から施行）

明治22年4月16日の『官報』から作成

©神奈川県立公文書館



第14表　新橋・神戸間下等運賃（明治22年7月1日改正）

備考　1）この表は明治22年6月24日の『官報』（付録）から作成した
2）中等運賃は下等の2倍，上等運賃は下等の3倍

3）程ケ谷（いまの保土ケ谷），小山（いまの駿河小山），佐野（いまの裾野），鈴川（いま
の吉原），江尻（いまの清水），堀ノ内（いまの菊川），中泉（いまの磐田），舞坂（いま
の舞阪），御油（いまの愛知御津），苅谷（いまの刈谷），一ノ宮（いまの尾張一宮），長
岡（いまの近江長剛，八幡（いまの近江八幡），馬場（いまの膳所），大谷（大正10年7
月廃駅），稲荷（いまの奈良線稲荷），神崎（いまの尼崎）
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第15表　新橋・神戸間官設鉄道実測マイル程および営業マイル程表

明治22年6月22日の『官報』から作成
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汽
罐
の

装
置
も
多
少
異
り
た
る
処
あ
れ
ば
と
て

機
関
士
も
殊
に

熟
練
な
る
者
を
用
ゆ
る
よ
し
な
り

以
て

該
山
道
の

困
難
を
知
る
に

足
る
べ

し

而
し
て

御
殿
場
ハ

登
り
つ

め
た
る
頂
上
に

し
て

海
面
よ
り
高
き
こ

と
二
千
七
百
尺

富
士
山
の

麓
に

在
り
て

気
候
も
殊
に

寒
く
四
十
度
よ
り

五
十
度
の

間
な
り
と
思
わ
る
（『
毎
日
新
聞
』
明
治
二

十
二

年
二

月
三
日
付
）

国
府
津
―
静
岡
の

開
通
に
つ

づ
い

て
、

四
月
十
六
日
に

は
静
岡
―
浜
松
の

間
も
開
通
し
た
。

こ

こ

に

横
浜
―
熱
田
の

間
が
全
通
す
る
。

さ
ら
に

大

津
か
ら
琵
琶
湖
に

沿
っ

て

米
原
（
―
長
浜
）
に
至
る
湖
東
線
の

工
事
も
、

六
月
二
十
四
日
に

は
竣
工
し
た
。

米
原
か
ら
は
、

長
浜
か
ら

岐
阜
を
へ

て

名
古
屋
―
熱
田
に

至
る
中
山
道
ぞ
い

の

路
線
が
、

す
で
に

完
通
し
て
い

る
。

こ

の

た
び
は
米
原
か
ら
関
ヶ

原
に
至
る
新
し
い

路
線
を
も
っ

て
、

距
離

の
短
縮
を
は
か
っ

た
。

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
七
月
一

日
、

東
海
道
線
は
全
通
し
、

新
橋
―
神
戸
の

間
（
六
百
五
・

七

㌖
）
に
一

日
一

往
復
の

直
通
列
車
が
運
行
を

開
始
し
た
。

所
要
時
間
は
二
十
時
間
五
分
（
下
り
）、

あ
る
い

は
十
分
（
上
り
）
で

あ
っ

た
。

ま
た
東
海
道
線
の

全
通
と
と
も
に
、

旅
客
運
賃
も
改
正

さ
れ
た
。

新
料
金
は
一

㍄
に
つ

き
下
等
一

銭
、

中
等
は
そ
の

二

倍
、

上
等
は
三
倍
と
な
る
。

新
し
い

料
金
、

お

よ
び
各
駅
間
の

里
程
は
、

第
十
四
・

第
十
五
表
の

と
お

り
で

あ
っ

た
。

横
須
賀
線
の

開
通

横
須
賀
に
は
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
十
二

月
、

鎮
守
府
が
設
け
ら
れ
て
、

第
一

海
軍
区
の

軍
港
と
な
っ

た
。

さ
ら
に

造
船

所
を
は
じ
め
、

兵
器
倉
庫
や
水
雷
営
（
船
越
）
な
ど
も
、

つ

ぎ
つ

ぎ
に

建
設
さ
れ
て

い

る
。

陸
軍
も
ま
た
突
端
の

観
音
崎
に

砲
台
を
設
け
、

東
京
湾
を
防
衛
す
る
要
衝
と
し
て
い

た
。

し
か
し
東
京
か
ら
横
須
賀
、

あ
る
い

は
観
音
崎
に

達
す
る
に

は
、

も
っ

ぱ
ら
海
運
に

頼
る

ほ
か

は
な
い
。

神
奈
川
ま
た
は
横
浜
か
ら
横
須
賀
に

至
る
間
は
、

丘
陵
が
つ

ら
な
っ

て
、

急
坂
が
多
く
、

馬
車
を
通
す
こ

と
も
で

き
な
か
っ

た
。

と

こ

ろ
が
海
上
の

場
合
、

風
波
の

た
め
に

輸
送
が
杜
絶
す
る
こ

と
も
、

し
ば
し

ば

あ
る
。

そ
こ

で

海
軍
は
一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
二
月
、

神
奈
川

か
ら
横
須
賀
に

至
る
馬
車
道
の

開
設
を
要
望
し
た
。

こ

の

案
は
一

年
後
、

鉄
道
建
設
案
に

代
わ
り
、

同
月
六
月
に
は
陸
海
軍
が
連
名
を
も
っ

て
、

横
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須
賀
あ
る
い

は
観
音
崎
付
近
ま
で

の

鉄
道
建
設
を
要
請
す
る
に
至
っ

た
。

こ

う
し
て

横
須
賀
線
は
、

軍
事
路
線
と
し
て

建
設
が
進
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

路
線
の

調
査
、

お

よ
び
測
量
の

結
果
、

線
路
は
戸
塚
―
藤
沢
両
駅

の

間
に
お
け
る
大
船
村
に
お
い

て
、

東
海
道
線
と
分
岐
し
、

そ
れ
よ
り
鎌
倉
・

逗
子
を
へ

て

横
須
賀
に

達
す
る
の

が
適
当
と
考
え
ら
れ
た
。

終
点
は

横
須
賀
海
軍
兵
営
の

東
南
に

置
く
。

こ

こ

ま
で

線
路
を
延
ば
せ
ば
、

船
渠
の

用
品
や
軍
港
の

需
要
品
を
運
搬
す
る
に

は
充
分
で

あ
る
。

そ
れ
よ
り
先

方
、

観
音
崎
の

方
面
ま
で

延
長
す
る
に

は
、

横
須
賀
の

市
街
を
貫
通
す
る
こ

と
が
、

予
算
面
か
ら
み
て

困
難
と
判
断
さ
れ
た
。

横
須
賀
ま
で

の

建
設

費
（
約
四
十
万
円

）
も
、

資
金
不
足
の

理
由
に

よ
っ

て

大
蔵
省
か
ら
新
規
支
出
の

賛
同
が

得
ら
れ
ず
、

東
海
道
線
の

建
設
費
か
ら
流
用
す
る
こ

と
に

決

定
し
た
の

で

あ
る
。

計
画
は
陸
海
軍
の

賛
同
を
得
て
、

一

八
八
八
（
明
治
二
十
一

）
年
一

月
か
ら
工
事
は
開
始
さ
れ
た
。

停
車
場
は
、

東
海
道
線
上
の

接
続
点
と
し
て

設
け
ら
れ
た
大
船
の

ほ
か
、

鎌
倉
・

逗
子
・

横
須
賀
の

三
か
所
で

あ
っ

た
。

こ

の

う
ち
逗
子
は
、

当

初
の

計
画
に

な
か
っ

た
け
れ
ど
も
、

逗
子
村
を
は
じ
め
付
近
七
か

村
の

住
民
か
ら
、

た

び
重
な
る
請
願
を
う
け
た
こ

と
に

よ
っ

て

設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ

た
。

横
須
賀
停
車

場
は
、

海
軍
側
の

希
望
に

よ
っ

て
、

逸
見
村
に

設
け
ら
れ
た
。

大
船
―
横
須
賀
の

間
は
十
六
・

二

㌖
で

あ
り
、

そ
の

間
に

八
か

所
の

小
橋
梁
が
架
設

さ
れ
、

ま
た
八
か
所
の

ト
ン

ネ
ル

が

掘
削
さ

れ

た
。

こ

う
し
て

着
工
か
ら
一

年
半
の

後
、

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
六
月
十
六
日
、

横
須
賀
線
は
開
通
し
、

一

日
四
往
復

の

列
車
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

所
要
時
間
は
上
下
列
軍
と
も
四
十
五
分
で

あ
っ

た
。

横
浜
駅
の
変
遷

一

八
九
四
（
明
治
二

十
七
）
年
八
月
一

日
、

清
国
に

対
す
る
宣
戦
が

布
告
さ
れ
、

軍
部
は
全
国
に

わ
た
る
大
動
員
を
行
っ

て
、

大
量
の

第16表　大船・横須賀間運賃
（明治22年6月16日から施行）

明治22年6月8日の「官報」により作成
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兵
力
を
輸
送
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。

九
月
に

は
大
本
営
も
広
島
に

進
め
ら
れ
る
。

当
時
、

官
設
の

東
海
道
線
に

接
続
し
て
、

私
設
の

山
陽
鉄
道

が
神
戸
―
広
島
の

間
に

開
通
し
て
い

た
の
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
で

東
海
道
線
は
、

横
浜
駅
に

お
い

て
ス

イ
ッ

チ
バ

ッ

ク

運
転
を
行
っ

て
い

た
。

こ

れ
は
急
を
要
す
る
軍
事
輸
送
に

と
っ

て
、

き
わ
め
て

不

便
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

軍
部
は
輸
送
の

効
率
を
上
げ
る
た
め
、

神
奈
川
―
保
土
ヶ

谷
の

間
に

直
通
線
を
設
け
る
計
画
を
立
て

た
。

そ
の

間
、

三
・

五

㌖
の

間
の

工
事
は
一

八
九
四
（
明
治
二
十
七

）
年
八
月
中
旬
に

起
工
さ
れ
、

九
月
下
旬
に

完
成
し
た
。

こ

の

直
通
線
工
事
は
軍
事
費
に

よ
っ

て

ま
か

な
わ
れ
、

も
っ

ぱ
ら
軍
用
に

供
さ
れ
た
の
で

あ
っ

た
。

一

八
九
五
（
明
治
二
十
八

）年
二
月
二
十
三
日
、

官
設
鉄
道
の

線
路
名
称
が
、

初
め
て

正
式
に

定
め
ら
れ
た
。

東
海
道
線
と
い

う
名
称
も
、

こ

の

と

き
か
ら
正
式
の

も
の

と
な
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

戦
争
が
終
わ
っ

て
、

一

八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に

は
神
奈
川
―
保
土
ヶ

谷
の

軍
用
直
通
線
は
、

軍
か
ら
鉄
道
院
に

払
い

下
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
八
月
一

日
か
ら
、

新
橋
―
神
戸
の

間
に

直
通
す
る
列
車
は
、

横
浜
駅
に

寄
る
こ

と
な
く
、

こ

の

直
通
線
を
走
る
こ

と
と

な
っ

た
。

こ

れ
に

よ
り
、

神
奈
川
―
保
土
ヶ

谷
の

間
は
、

横
浜
駅
を
経
由
す
る
の
に

く
ら
べ

て
、

三
・

二

㌖
を
短
縮
で

き
た
。

す
で
に
一

八
九
六
（
明
治
二

十
九
）
年
九
月
一

日
か
ら
新
橋
―
神
戸
の

間
に

は
、

急
行
旅
客
列
車
が
運
転
さ
れ
て
い

た
。

所
要
時
間
は
、

下
り
十
七

時
間
二
十
七
分
、

上
り
十
七
時
間
九
分
で

あ
っ

た
。

こ

の

と
き
は
横
浜
―
国
府
津
に

停
車
し
た
が
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
八
月
か
ら
は
横
浜

駅
を
経
由
し
な
い
。

時
間
は
短
縮
さ
れ
た
が
、

横
浜
の

住
民
に

と
っ

て

は
不
便
と
な
っ

た
。

横
浜
駅
か
ら
は
、

い

っ

た
ん
神
奈
川
駅
ま
た
は
保
土
ヶ

谷
駅
ま
で

出
て
、

そ
こ

か
ら
東
海
道
線
に

乗
り
換
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の

で

あ
る
。

し
か
も
急
行
列
車
は
停
車
し
な
い
。

こ

う
し
た
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、

直
通
線
路
の

上
に

新
し
く
平
沼
駅
を
開
設
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

平
沼
駅
は
一

九
〇
一

（
明
治
三
十
四

）
年
十

月
十
日
に

開
業
さ
れ
、

こ

の

日
か
ら
新
橋
―
神
戸
の

直
通
列
車
も
、

同
駅
に

停
車
す
る
。

当
日
、

駅
の

構
内
で

は
数
百
本
の

花
火
を
打
ち
上
げ
、

余
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興
も
催
さ
れ
た
が
、

駅
の

位
置
は
市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ
、

周
辺
は
湿
地
帯
で

あ
っ

て
、

降
雨
が
あ
れ

ば
、

ぬ
か
る
み
と
化
し
た
。

し
た
が
っ

て

新
駅
は
必
ず
し
も
好
評
で

は
な
か
っ

た
。

な
お
平
沼
駅
の

開

業
に

さ
き
だ
ち
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
六
月
十
五
日
に

は
藤
沢
―
平
塚
の

間
に

茅
ヶ

崎
駅
が
開

か
れ
て

い

る
。

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
四
月
十
五
日
に

は
、

大
磯
―
国
府
津
の

間
に
、

二
宮
駅
が

開
業
し
た
。

平
沼
駅
と
旧
来
の

横
浜
駅
（
桜
木
町

）
と

の

中
間
、

高
島
町
一

丁
目
の

地
に
、

新
し
い

横
浜
駅
が
開

設
さ
れ
た
の

は
、

一

九
一

五
（
大
正
四

）
年
八
月
十
五
日
の

こ

と
で

あ
る
。

東
海
道
線
も
、

こ

の

横
浜

駅
を
経
由
す
る
こ

と
に

な
り
、

平
沼
駅
は
廃
止
さ
れ
た
。

ま
た
旧
来
の

横
浜
駅
は
、

桜
木
町
駅
と
改
称

さ
れ
た
。

す
で

に

鶴
見
―
神
奈
川
の

間
に

は
、

一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
九
月
二
十
三
日
、

東
神
奈

川
駅
が
開
か
れ
て
い

た
。

横
須
賀
線
で

は
、

逗
子
―
横
須
賀
の

間
に
一

九
〇
四
（
明
治
三
十
七

）
年
五
月

一

日
、

田
浦
駅
が
新
設
さ
れ
た
。

さ
て

新
し
い

横
浜
駅
も
、

一

九
二
三
（
大
正
十
二

）
年
の

大
震
災
で

被
害
を
こ

う
む
る
。

そ
こ

で

神

奈
川
駅
の

西
側
の

三
代
目
の

横
浜
駅
を
新
設
す
る
こ

と
に

な
り
、

新
駅
は
一

九
二

八
（
昭
和
三

）
年
十

月
十
五
日
に

開
業
し
た
。

こ

れ
が
現
在
の

横
浜
駅
で

あ
る
。

二
代
目
横
浜
駅
、

お
よ
び
神
奈
川
駅
は
、

こ

の

と
き
に

廃
止
さ
れ
た
。

中
央
線
の

開
通

東
京
―
甲
府
―
名
古
屋
を
結
ぶ
中
央
本
線
は
、

神
奈
川
県
の

西
北
端
、

い

ま
の

相

模
湖
町
・

藤
野
町
を
横
切
っ

て
い

る
。

そ
の

間
に

設
け
ら
れ
て
い

る
駅
は
、

相
模

平沼駅営業開始広告　 『横浜貿易新聞』明治34年10月8日付から
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